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はじめに



本書の目的

+1964年公民権法成立

→制度的な差別×生活上の差別〇

+公民権運動の指導者

→キング牧師

+反白人思想

→マルコムX



本書の目的

+アメリカの現状

豊かな黒人の増加

犯罪などの激増

白人の心の奥底にある黒人蔑視



本書の目的

+過去の思想

→都合よく切り取られるもの

+二人の十分な理解

→長期的な黒人問題の解決



キング牧師の思想



キング牧師

+1912年アトランタ(アメリカ南部)に生まれる

+マーティー・ルーサー・キング・シニア

→牧師、銀行の理事、会議の役員、モアハウス大学の理事ex

+大恐慌の影響を受けない豊かな家庭であった

+敬虔なクリスチャンの家庭でもあった



キング牧師

+初めての差別

→黒人と遊んではいけないと白人の友達と遊べなくなる

→人種問題や奴隷制度について知る

+日常的に差別があることを経験

→町中に白人用、黒人用の標識

→警官から差別用語

→黒人差別の法律



キング牧師

+差別を受けて白人への憎悪を強める

+大学時代に白人と黒人の協議会に所属

→白人にもいい人はいる

→全否定は人種差別者と同じ



キング牧師

+ガンディの非暴力思想

+モントゴメリー教会の牧師になる

→父親の教会の牧師にならなかった



キング牧師

+1955年バス・ボイコット運動

→ローザ・パークスの事件

→運動の会場としてキングの教会が選ばれる

→キングの説教が大成功

+指導者キングとしての道を歩み始める

→非暴力という武器



キング牧師

+キングは著作や講演で多忙をきわめ運動の資金を集めた

+1963年バーミングハムのデモでの非暴力の効果

→当局は高圧ホースや警察犬など暴力的に対応

→メディアが報道し良心を呼び覚ます

→世論が市当局へ批判

→人種分離は改善の方向へ



キング牧師

+1963年ワシントン行進

→25万人参加(6万人白人)

→わたしには夢がある

+黒人は白人より優位に立つべき

→白人は黒人の報復を恐れている

→黒人は白人を愛し過去を許す



キング牧師

+ワシントン行進の後

→バーミングハムで黒人教会の爆破、ケネディ大統領暗殺

→黒人の有権登録者運動で黒人と白人三人の暗殺

+キング牧師はスラム街に移住

→都市問題の解決を目指す

+ベトナム戦争に反対(政府批判)

→戦争より貧困問題に投資すべき



キング牧師

+1967年貧者の行進

→黒人だけでなく全ての貧しい人を救済すべき

→反体制色が強く過激

+テネシー州での市清掃員組合のストの応援に向かう

→過激派の扇動で暴動が起こる

+翌朝バルコニーで狙撃され死亡

→死後全米で暴動の過激化



マルコムXの思想



マルコムX

+1925年ネブラスカ州オマハ(北部)で生まれる

→混血のため白人のような見た目をしていた

+父アール・リトルは牧師で国際黒人地位改善協会の活動家

+家が白人によって放火、ランシング(北部)に引っ越す

+父は市電にひかれ死ぬ

→自殺と断定も白人によるものだと信じていた

+大恐慌のため生活保護を受けた



マルコムX

+中学時代

→成績も悪くなく学校唯一の黒人で人気者

+教師に将来の夢を聞かれ弁護士と答える

→黒人であるため大工を勧められる

→白人を避けるようになる



マルコムX

+15歳になってボストンに移り住む

→アンダーグラウンドの世界に吸い寄せられる

+白人女性と付き合う

→夜の世界のステータス、黒人男性の第一級の地位の象徴

+ギャングの一団となり強盗

→逮捕、懲役10年

→白人女性と関係を持った罪



マルコムX

+刑務所での出会い

→物知りの黒人と心が通じた

→勉強に熱中する

+アメリカの歴史に興味を示す

→ネイション・オブ・イスラムを信じるようになる

+出所後入信の手続きを済ます

→Xという名前をもらう



マルコムX

+NOIの教義

→分離主義(ブラック・ナショナリズム)

→白人だけの世界を目指すKKKと友好的

+教祖ファード

→悪の白人と善の黒人がハルマゲドンの戦いをすると預言

→黒人に戦いの準備をさせるのが使命



マルコムX

+初めての説教で大成功

→ミニスター助手となる

→指導者として布教活動を始める

+マルコムXのキリスト批判

+『アメリカのブラック・モスレム』で有名に

→白人は悪魔で黒人文明を破壊する



マルコムX

+ムハマド

→優秀だが危険な人物、暗殺の計画

+NOIの離脱

→メッカ巡礼

→白人観の変化、アフリカとアメリカの連帯の必要性



マルコムX

+アフロ・アメリカン機構の設立

→西半球の黒人がアフリカ諸国の人々と統一を目指す

→白人の参加を認めない

+アメリカの不正や犯罪を国連に告発

→国内問題を国際化する狙い



マルコムX

+1965年講演中に銃が乱射され死亡

+死亡直前の講演

人種差別主義者ではない

暴力を推奨したことはないと繰り返し主張



キング牧師とマルコムXの比較



キング牧師とマルコムXの比較

キング牧師

+父は有名な牧師

→豊かな生活を送る

+キリスト教

→汝の敵を愛せよ

+白人観

→愛する必要がある

マルコムX

+父はパートの牧師

→一家離散

+NOI

→自己改革と友愛

+白人観

→白人は悪魔

→白人にもいい人はいる



まとめ



まとめ

+キング牧師とマルコムXは歩み寄った

→人種問題は黒人だけに起こっているのではない

+二人の思想

→世界的に過去の教訓として生かせる


